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～街なかを活性化する居住拠点をつくる～

▼研究の概要（背景・目標）

本研究では、高齢者の「街なかで自立して居住し
たい」というニーズに対し、中心市街地の活性化に
つながるように、① 生活支援の場になるようなサー

ビス提供の視点、②居住者側からみた地域のまちづ
くりの視点、③十個計画などの建築計画の視点の３
点から検討する。また、実現に向けて、住戸計画や
予算規模の検討を設計事務所の協力を得て行った。

▼研究の成果（結論・考察）

1.意見交換会で得られた結果

・意見交換会においては、計画予定地周辺の活性
化は重要であることの認識が得られた。全体の活
性化も重要であるが、今回のプロジェクトのよう
に「一つのきっかけで住民が数十名でも増えれば
インパクトがある」という意見も得られた。

・高齢者および高齢者の居住に詳しい方々におい
ても「街なか居住は魅力であり実現を待ってい
る」という意見もが出た。

・当初想定した、「低層階にフリースペースやテ
ナントを入れ、地域とのつながりを持つ。中層階
は高齢者向け住宅、高層階は高齢者も含む賃貸住
宅」とする案は概ね受け入れられたが、「3階以上

すべて高齢者向け住宅にすることもあり得る」と
いう意見も出た。

2.具体化の検討結果

設計事務所参加により、具体性を持たせたプラ
ンの検討をし、資金計画、採算性の検討を行った。
複数の案が提示されたがその一つを示す（図）、
模型の作成をしてもらったことも、具体的なイ
メージを共有することができた（写真）。

▼研究の内容（方法・経過）

サービス提供者および周辺地域住民を含んだコミュ
ニティ形成のための意見交換を4回行った。

1回目（令和4年5月16日）研究の趣旨の理解
2回目（令和4年6月23日）街なか居住について
3回目（令和4年7月27日）地域の活性化について
4回目（令和4年9月2日） 高齢者の要望について

さらに、設計事務所に参加してもらい、意見交換会
で抽出した課題について、資金計画も含め基本的なコ
ンセプトおよびプランの検討を行った。

▼おわりに
1.今後の課題：検討元にな

るプラン作成はできたが、
資材や物価の高騰や計画予
定地の状況の変化な新たな
課題も発しした。
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